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図6:フィルタ透過後の色差楕円。中央の白色点と色度
図上の任意の点との色差を5段階で表す。
宮澤ほか二カラーユニバーサルデザインツールとしての色弱模擬フィルタ
栗が減少することはなかった。石原式検査表の成績
判定表に基づいて聞値を決めたところ、全被験者が
間違い数4以上で色弱と判定された。
4.使用例
色弱模擬フィルタ「バリアントール」は現在インター
ネットで入手可能である9)。開発して以来、「誰がど
のように使っているのか」というご質問をよくいただく。
そこで、以下に使用例をご紹介したい。
まず始めは「研究用」である。色覚の仕組みを知っ
ている人ほど色弱を模擬するフィルタは実現不可能、
と考える。実際、色弱を模擬する光学フィルタの開
発はこれが世界で初めてであった。そのため、大学
や研究所等の方が研究目的で使用されている。
次に、「カラーユニバーサルデザイン実践用」であ
る。カラーユニバーサルデザインは安全・安心にも
つながるため、家電、自動車、航空、印刷、出版、
広告、マスコミ等々、幅広い分野の方が比較的早い
次期に導入された。企業の社会的責任(CSR)を果た
すことに加え、ブランドイメージ向上も魅力のひとつ
である。子どもの教材や家電のデザイン、CSR報告
書や自治体の街づくりなどに活用されている。
最後に、「体験共有用」である。色弱のお子さんを
持つ親御さんにとって、子どもの目でモノを見たいと
いうのは切実な願いである。ご両親で訪ねて来られ、
切々と思いを語っていかれることもある。眼科医がこ
うした親御さんへの説明のために使用されるケース
も増えている。この「体験共有」の場合にはある程度
の注意が必要で、まずバリアントールは何色に見える
がではなくどの色とどの色が見分けにくいかを模擬し
ている点と、さらに3.1章でも記したようにバリアント
ールをかけて体験する色彩世界は「強度」の色弱であ
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図7:石原式検査表の結果(間違い数の分布)。被験者は
88名。
り、しかもP型とD型の複合型である点である。この
点をご理解いただければ、体験共有に十分使用でき
ると考えている。
最近では、小中学校の先生に色弱について正しい
知識を持ち、教育環境に配慮してもらうための勉強
会も開いている。色弱者への配慮は、学校の配布物
や掲示物にカラーユニバーサルデザインを取り入れる
「ハード面」だlJでなく、色弱者がどのような場面で不
便さを感じるのか、色を使ったコミュニケーションを
苦手とすることなどを実際に体験し気持ちを共有する
「ソフト面」が大切である。学校の先生には特に、色
弱者のほうが一般色覚者よりも見分けを得意とする
配色があること等を知っておいていただくと、色弱を
ひとつの個性として捉えることができ、ひいては社会
が成熟していくのではないかと考える。
5.おわりに
最後に1つのエピソードを紹介したい。このフィル
タを紹介していた展示会にて、「色弱を模擬するメガ
ネを作って何の意味があるのか」という色弱の方から
のご意見を伺う機会があった。しかし趣旨を充分にご
理解いただいたくと、「そういうことなら是非がんば
ってください、応援しています」と言って頂いた。そ
んな経験がこの1年で何度もあった。ユニバーサル
デザインの原点は、相手の立場に立って考えること
である。カラーユニバーサルデザインを普及させる
ためには、シミュレーションソフト、ディスプレイ、メ
ガネ等、色弱者の立場に立つことを助けるツールを、
目的に応じて使い分けることが望ましい。今回紹介し
た色弱模擬フィルタも、カラーユニバーサルデザイ
ンの普及・推進の一役を担うことができればと願って
やまない。また、視覚のユニバーサルデザインとい
う観点では、色弱対応だけでは充分ではない。高齢
者や白内障、視野狭窄などを含め、できるだlJ多く
の人に正しく情報が伝わるデザインを考え続けること
が必要であろう。
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